
4年次 前期・後期

ビジネス基礎

金融

全体の基礎

観光ビジネス

■異なる領域間でありながら強い関連性のある科目は によって繋がりを表す．領域をまたがった履修ではより多角的な学習に臨める．

寄付講座

英語Ⅰ 英語Ⅱ

総合的学習

情報教育

産業情報

システム開発
（理論）

システム開発
（演習）

ウェブシステム

ゲーム開発

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ

基礎数学

3DCGアニメーション演習

経済数学

産業情報論

経済原論Ⅰ

経済原論Ⅱ
地域産業概論

ハイブリッド型人材育成特別講義

沖縄の航空事業と地域振興

専門演習基礎

ビジネス英語

応用ミクロ経済学Ⅰ

専門演習Ⅰ 専門演習Ⅱ

卒業論文演習Ⅰ・Ⅱ

グローバルオフィスコミュニケーショングローバルメディアスタディーズ

ファイナンシャルエコノミクスⅠ ファイナンシャルエコノミクスⅡ
地域財政論Ⅰ 地域財政論Ⅱパブリックファイナンス

環境資源経済論Ⅰ 環境資源経済論Ⅱ

データ解析論Ⅱ
ビジネス情報分析Ⅰ ビジネス情報分析Ⅱ

ツーリズムビジネス論Ⅰ ツーリズムビジネス論Ⅱ
観光マーケティング

ビジネスエコノミクスⅠ ビジネスエコノミクスⅡ
応用ミクロ経済学Ⅱ

応用マクロ経済学Ⅰ 応用マクロ経済学Ⅱ

経営ビジネス情報論Ⅰ 経営ビジネス情報論Ⅱ

アジア経済論国際経済学
アジアビジネス事情

コンテンツマネジメント論

UIデザイン概論

人工知能概論

ビジュアル情報処理

知的情報処理
経営科学

ウェブマーケティング

経営情報システム論

ロボットシミュレーション

最適化概論

エグゼクティブ・セミナー

情報化と法

企業情報論Ⅰ 企業情報論Ⅱ

数的処理

財務会計Ⅰ 財務会計Ⅱ

情報科教育法 情報科教育法演習

沖縄型企業戦略特別講義

産業連関論

プログラミングⅡ

国際金融論

金融経済論

簿記Ⅰ 簿記Ⅱ

情報数学

情報と職業

セキュリティ概論

産業情報特別講義Ⅰ（経済と情 産業情報特別講義Ⅱ（経営と情

産業情報特別講義Ⅲ（eビジネス） 産業情報特別講義Ⅳ（産業と情

インターンシップⅠ インターンシップⅡ（単位数：4）

マーケティング総論

グローバル観光ビジネス

ゲーム開発演習

1年次 前期 後期 2年次 前期 3年次 前期後期 後期

■一科目につき2単位（但し単位数が記載された科目はその単位数）

キャリア・デザインA キャリア・デザインB

1．上級情報処理士
■資格科目（規定の単位数を修めることで当該資格への申請が可能となる）

システム設計実習

共通科目

教職科目

ウェブデザイン演習

情報処理システム演習

情報通信ネットワーク論

ウェブプログラミング

マルチメディア実習

マルチメディア論

情報通信ネットワーク実習

プログラミング理論

プログラミングⅠ

システム開発と情報化

データベース

情報処理システム論

情報処理概論

合計24単位以上（必修8単位，選択16単位以上）を修得すること．

2．ウェブデザイン実務士

情報リテラシー演習

情報処理基礎

情報科学

文章表現入門

キャリア入門

インターネットと情報倫理 情報化社会と教育

：必修科目 ：選択科目 ：必修科目 ：選択科目
合計20単位以上（必修8単位以上，選択12単位以上）を修得すること．

■基本情報技術者試験 午前試験免除制度
：指定科目

指定科目を修得かつ修了試験に合格すること．

データ解析論Ⅰ

▶CGクリエイター
▶ゲームクリエイター
▶ゲームデザイナー
▶ゲームマネージャー

▶ウェブクリエイター
▶ウェブデザイナー
▶ウェブマーケター

▶ネットワーク技術者
▶セキュリティエンジニア

・設計/運用/保守

▶システムエンジニア
▶プログラマ

・大規模システム
・スマホアプリ

▶国際ビジネス実務力
▶異文化理解
▶国家公務員

▶観光ビジネス業界
▶異文化理解

▶地域貢献
▶地方公務員

・警察/消防

▶教員（情報）

▶データ分析能力
▶データサイエンティスト

▶金融・流通業・サービス業
・銀行/保険

▶ファイナンシャルプランナー技能士

将来の能力・人材例

▶ベンチャー企業

■各領域内の科目同士には強い関連性がある．「将来の能力・人材例」を参考に，それに繋がる領域を軸として履修計画を立てると良い．
■複数の領域にまたがる科目はそれぞれの特徴を併せ持つ．
■領域同士の重なりはそれぞれに強い関連性があることを表す．

グローバルビジネス

ゼミナール

データ分析

■領域『全体の基礎』内の各科目から派生する領域は によって繋がりを表す．
■領域『全体の基礎』内の科目は，後に続く科目・領域あるいは本カリキュラム全体の本質を理解するために必要であり，全てを修得することが望ましい．


	20190808提出分

